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授業テーマ 目標となる資質・能力 授業内容（概要） 教師のアレンジ・工夫など
•ストレッサーとストレス反応との関係について説明。
•適切なストレス対処について話し合う。
•眠りのためのリラックスの体験。
コミュニケーション •教員によるロールプレイ→他の考え方はできないか？と児童に 考えさせる。
セルフコントロール •「ひょっとして」と考えることでストレスを緩和できると伝える。
ストレスマネジメント
思いや考えの表現力 •教員によるロールプレイ→どのような意見の表明がお互い ストレスなく過ごせるか
コミュニケーション  を児童に考えさせる。
思いやり・他者理解 •自他尊重「アサーティブ」の説明。
適切な表現方法
ひょっとしてコーピング
ロールプレイではあえてアサーティブな例は提示
せず、児童に「ストレスなく過ごせる意見の表
明」を実演させた。
「ひょっとして」を考えるときに落ち着くための
方法として「10秒呼吸法」を授業内で実施した。
ストレスの仕組み ストレスマネジメント
「ストレスコーピング」はストレスと上手に付き
合うための「技」であり、今後の授業でレパート
リーを増やそう！と伝えた。
授業テーマ 目標となる資質・能力 授業内容（概要） 教師のアレンジ・工夫など
コミュニケーション •教員によるロールプレイ（クラスメイトの言葉を、自分の名前が呼ばれたと勘違いした）
セルフコントロール •どのような言い方をすればトラブルにならずに過ごせるかを児童に考えさせ、実演させる。
•まずは「何のこと？」と確認する一言が大切であると伝える。
コミュニケーション •ストーリー（音楽会の練習に来ないＡさんと悪口を言うＢさん）を読ませる。
思いやり・他者理解 •「ひょっとして」コーピングを使って、Ａさんが練習に来ない理由を
　考え、Ｂさんに「〇〇かもしれないね」とその理由の伝え方を考えさせる。
音楽会の練習で…
立ち止まって考えよう
自己表現を行う前に、自分の思い込みであるかど
うか「確認」をするためのスキルの習得をねらい
とした。
過去にクラスで起こったトラブルをもとに教師が
中心となりシナリオを作成した。やや重たい内容
を取り扱うことで、楽しむことよりも真剣に考え
させることをねらいとした。
対象者 性別 年齢 経験年数
Ｘ（担任） 女性 20代前半 1年
Ｙ（児童支援担当） 男性 30代後半 16年目
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自己表現を行う前に、自分の思い込みであるかど
うか「確認」をするためのスキルの習得をねらい
とした。
過去にクラスで起こったトラブルをもとに教師が
中心となりシナリオを作成した。やや重たい内容
を取り扱うことで、楽しむことよりも真剣に考え
させることをねらいとした。
対象者 性別 年齢 経験年数
Ｘ（担任） 女性 20代前半 1年
Ｙ（児童支援担当） 男性 30代後半 16年目
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Table 5? 教師対象のインタビュー調査の結果?
X（担任） Y（児童支援担当）
①
心の健康教育
の普及
これまでこのような授業のイメージがなかっ
た
こういう授業はなかなか上手にできないこと
に気づいた
② SCとの関係
どの学校もSC・教師双方ともアプローチがな
かなかない状況
外国語の本格実施のため、授業時間の確保が
難しい
担任を持つと打合せの時間を確保するのはよ
り難しい
このような内容を授業で知識として教えるこ
とが大切だとわかった
児童だけでなく教師自身にとってもために
なった
知識として得ることと方法として獲得するこ
とが大切だとわかった
小学生の時期は、対人関係等のスキルの引き
出しを多く作ることが重要なのでとてもよい
教師自身が言い続けることが重要
はたらきかけが続いていけば続いていくほ
ど、その引き出しは開けやすくなると思う
生徒指導において、授業で学んだ内容を使っ
て具体的に行えるようになった
⑥
心の健康教育
の在り方
この学年で忘れてしまったとしても、どこか
で触れておくことが大事だと思った
継続的にやっていくことが必要
⑦
時間的制約
の低さ
LINEでの相談は帰宅してから話ができるので
よかった
⑧ 日常への効果
LINEで気軽に話せたので、学校でも気軽に話
せた
LINEのやりとりがあったから、お互いの距離
が縮まった
LINEの打合せは記録に残るのがよい
LINEのやりとりで継続的に話しながら進めた
のはよかった
LINEで考えを共有できたこと、意見が言えた
ことがよかった
SCと一緒に考える中で、教師自身のSCへの
相談意欲が高まった
SCとの普段の距離感が重要
SCと事前に関わりがあったので、他の先生に
も勧めやすかった
⑪
授業づくりの
やりやすさ
自分一人で考えてやるより、より実態に即し
たものにできた
SCが枠組みを作ってくれたので助かった
⑫
教師自身の
成長
相談することで、授業展開や子供の見立て等
に関する自分自身の視野が広がった
?
TTに
関して
⑬
TTの
効果と課題
TTでやることで、担任からは見えていない部
分がわかる
T2だが出しゃばりたくなったりして、立ち位
置が難しい
道徳と違って、今考えさせたいことを、実態
に合わせてやれる
道徳と違って、実際の日常に関わる実例を示
せたので想像しやすい
道徳と違って、考え方や価値観の多様性を感
じさせやすい
対処スキルを具体的な言葉にして確認できた
ことがよかった
⑮
積極的に
取り組める
みんなが発言できる授業だった 「あるある！」と自分たちで考えていける
日常と直結しており、直結していることが児
童自身にわかることがよい
問題が起こる前に考えておくというのはとて
もよい
⑰ 演習方法
２回目に協議の上ロールプレイを話し合いに
変えたことで引き締まった
⑱ 演習テーマ
クラスの日常に関わったテーマにしたのがよ
かった
ロールプレイは面白がってしまって中身が
入っていない
ロールプレイ以外のアプローチがあること
で、理解できる子も増える
教師自身も本来のねらいよりロールプレイを
集中してさせる方に気を取られる
⑳
理解てきて
いない児童
考えてほしい子ほど真剣に考えていない
㉑ スキルの限界
怒りが高まっている段階では「ひょっとして
コーピング」は使いにくい
㉒ 般化への課題 授業の積み重ねが大事
同様の授業を繰り返すと深まるが、飽きもあ
る
「もしかしたら」と考えるようになった子が
増えた
問題が起こったときに立ち止まるところまで
はできるようになったと思う
オブラートに包んだら伝えてもいいというの
をわかってくれた
㉔
テーマに
即した行動
「嫌やからやめて」がスッとでるようになっ
た
具体的に行動を起こせるまでの変化はない
㉕
テーマへの
関心
（授業内容をまとめた）掲示物はみんな結構
見ていた
変化するきっかけを刻めたのは大きな効果
道徳だと真剣に取り組めないPが真剣に考え
ていた
普段の授業で後ろ向きなPが元気に取り組め
ており、挙手もしていた
Pはその後かなり元気になった
㉗ ?
カードゲームに準えてコーピングを技カード
とするとQは納得して使えていた
㉘ ?
Rなんかは、頑ななところは解きほぐせてい
なかった
㉙ SやT SやTなどの優しい子にはストンと落ちた
㉚ ?
去年のUならカッとなって言い返していたが
「みんな考えてないねん」と別の次元でとら
えてる発言が見られた
ロールプレイ
の進め方
?
?
教
師
側
の
課
題
や
気
づ
き
語られた内容
中項目大項目 小項目
③
④
⑤
⑩
⑲
⑯
⑭
?
?
協
働
実
施
に
つ
い
て
?
?
授
業
に
つ
い
て
?
?
児
童
の
変
化
に
つ
い
て
⑨
?
児童の
変化
（個別）
?
授業内容
について
?
授業での
課題
?
授業後の
課題
㉖
㉓
時間確保
心の健康教育
の重要性
今後の指導の
在り方
LINEの特性
による効果
SCとの距離感
?
現状の
課題
?
教師自身
の気づき
?
LINEでの
打合せ
?
SCとの
協働
?
授業の
工夫
?
児童の
変化
（全体）
テーマに
即した理解
?
道徳との違い
日常との
関連付け
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The process of practicing the "bullying prevention program" focusing on interpersonal stress
-For fourth graders-
Takeshi TERADO*,  Hiromu NAGAURA**
*Center for Research on Human Development and Clinical Psychology, Hyogo University of Teacher Education 
**Department of Social Work, Kobe University of Welfare
Abstract
  The purpose of this study was to examine the effects and issues of the program "bullying prevention program" for 
fourth graders that was collaborated with teachers and school counselor. Five lessons were conducted for 20 students 
based on a lesson plans arranged by a school counselor and two teachers. The meeting was held using the LINE 
group chat function. As a result, no significant difference was found in all factors in the comparison between the pre- 
and post-tests using the assessment tool CoCoLo-34. The results of an interview survey with two teachers showed 
positive changes in behavior of five children and changes in the way teachers think. From these results, the 
effectiveness of the meeting using LINE, the proposal of the practical example of the way of collaboration between 
teachers and a school counselor, and the issues about the method of assessment and working hours were proposed.
 
Key Words: stress management, communication ability, prevention of bullying, cooperation and collaboration
